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躍進の永遠の目標
価値ある「安心・空間・環境」を創造する

躍進の永遠の目標
価値ある「安心・空間・環境」を創造する

主 な 内 容主 な 内 容

₂面
₃面
₄面

足場パックＮ（ネクスト）で民泊事業をお手伝い!
四季折々の人気商品をご案内!
空き部屋活用した住宅宿泊運営支援を開始

　
謹
啓　
時
下
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
躍
進
は
第
二
十
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
十
期
は
、
ま
さ
に
第
二
創
業
期
の
幕
開
け
と
も
い
え
ま
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た

清
々
し
い
気
持
ち
で
、
創
業
精
神
で
あ
る
「
お
客
さ
ま
の
喜
び
笑
顔
が
我
が
喜
び
」

に
立
ち
返
り
、
お
客
さ
ま
が
欲
し
て
い
る
も
の
は
何
か
、
要
望
は
何
か
と
考
え
な
が

ら
、
心
か
ら
喜
ん
で
頂
け
る
仕
事
が
出
来
る
人
間
に
な
る
た
め
に
、
何
事
に
も
挑
ん

で
行
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
建
設
は
死
闘
、破
壊
は
一
瞬
」の
如
く
、常
に
危
機
感
を
持
っ
て
、信
用
・

信
頼
拡
大
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。即
ち
「
信
頼
残
高
蓄
積
」
の
継
続
こ
そ
が
重
要
で
、

お
客
さ
ま
と
真
剣
に
向
き
合
い
、お
客
さ
ま
へ
寄
り
添
う
中
で
、

　
一
、
お
互
い
に
業
績
を
伸
ば
す
為
の
本
音
本
心
本
気
商
談
励
行
。

　
二
、
既
存
事
業
の
継
続
及
び
拡
大（
シ
ェ
ア
拡
大
）。

　
三
、
新
た
な
る
事
業（
複
合
事
業
）の
確
立
及
び
、
ア
フ
タ
ー
取
引
拡
大
。

　
と
い
う
三
点
を
重
要
課
題
に
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
分
の
周
囲
の
人
達
は
、
当
然
な
が
ら
ご
縁
の
あ
る
人
す
べ
て
が
お
客

さ
ま
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
常
に
意
識
を
高
く
持
ち
、
地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
の
使
命
責
務
を
果
た
し
て
行
く
こ
と
を
改
め
て
決
意
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
年
に
掲
げ
た
平
成
三
十
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
報
恩
感
謝
、
百

錬
成
鋼
（
ひ
ゃ
く
れ
ん
せ
い
こ
う
）、
事
上
磨
錬
、
獅
子
奮
迅
の
精
神
で
、
自
己
変
革

・
自
己
成
長
す
る
ぞ
～
～
！！
」の
も
と
に
、目
標
必
達
・
実
現
す
る
方
程
式
を
確
立
し

て
、第
二
創
業
期
一
年
目
を
大
勝
利
す
る
た
め
の
闘
い
を
、喜
び
勇
ん
で
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。
何
よ
り
も
お
客
さ
ま
の
要
望
を
お
聞
か
せ
願
い
た
く
、
株
式
会
社
躍
進

代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
私
、
笠
井
輝
夫
（
℡
〇
八
〇
・
九
一
八
三
・
八
一
〇
二
）

も
し
く
は
、
常
日
頃
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
躍
進
各
担
当
者
に
遠
慮
な
く
お
申
し
付

け
下
さ
い
。

　
第
二
十
期
も
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
、
輝
か
し
い
一
年
に
い
た
し
ま
す
。
今
期
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
二
月
吉
日

二十期は、まさに第二創業期の幕開
けともいえます。生まれ変わった清々
しい気持ちで、創業精神である「お
客さまの喜び笑顔が我が喜び」に立
ち返り、お客さまが欲しているもの
は何か、要望は何かと、心から喜ん
で頂ける仕事が出来る人間になるた
めに、何事にも挑んで行きます。

（第二十期「出陣式」挨拶より抜粋）

平成三十年二月吉日

～今いる場所こそ自己鍛錬の人生道場～
今期も「本音・本心・本気」で

語り合える仲間とともに、力強く航行します！

平成30年のスローガンは「報恩感謝、百
ひゃく

錬
れん

成
せい

鋼
こう

、事上磨錬、獅子奮迅の精神で、

自己変革・自己成長するぞ～～!!」です。



鋳造品ではなく

鍛造品を使用！

オイルダンパー
日立オートモティブシステムズ（旧トキコ）社製。
半永久的に使用が可能です。

クレビス（回転支承部）
強度に優れた鍛造品を
使用しています。
鍛造品は、加熱した金属を金型で圧縮、打撃、鍛錬して成形されます。
一般的に疲労度が大きい箇所や靭性が必要とされる部分に使われます。

枠

腕

開口部や空いている壁面を補強するだけで

耐震性がアップ！

トグル制震構法増 幅 機 構 付 き
油圧制震ブレース

ますます好評！ますます好評！

〒３３７―００４３
さいたま市見沼区中川１０６―１
K 048―688―3388
N 048―680―7615
ＵＲＬ=ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｙａｋｕｓｈｉｎ.ｊｐ
Ｅ-ｍａｉｌ=ｙａｋｕｓｈｉｎ-ｎｏ１@ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ

お問い合わせは

躍進までお気軽に！

足場パックＮ
（ネクスト）で

宿泊施設不足解消、空家・中古住宅市場活性化で注目

民泊事業を　 　　
お手伝い!民泊事業を　 　　
お手伝い!
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〇
二
〇
年
に
は
、
訪
日
外
国

人
観
光
客
数
も
四
〇
〇
〇
万

人
に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
民
泊
と
い
う

受
け
皿
無
し
に
は
、
そ
の
有

効
な
対
策
を
打
つ
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
本
誌
四
面
で
も
関

連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
中
高
層
建
築
物
、
集
合
住

宅
向
け
の
塗
装
・
防
水
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
新
商
品
「
足
場

パ
ッ
ク
Ｎ
（
ネ
ク
ス
ト
）」
の

目
的
の
一
つ
に
、
民
泊
事
業

の
活
性
化
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
六
月
十
五
日
に
、
住

宅
宿
泊
事
業
法
、
い
わ
ゆ
る

「
民
泊
新
法
」
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
こ
の
法
律
の
最
大
の

特
徴
は
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
が

営
業
す
る
こ
と
の
出
来
な
い

住
居
専
用
地
域
で
宿
泊
施
設

の
営
業
も
可
能
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。

　
こ
れ
は
、
訪
日
外
国
人
観

光
客
増
加
に
よ
る
宿
泊
施
設

の
不
足
対
策
の
大
き
な
目
玉

で
も
あ
り
ま
す
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
二

が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
空
家
や
中
古
住
宅

を
販
売
・
賃
貸
す
る
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
も
、
民
泊
は
重
要

な
切
り
札
に
な
る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
宿
泊
施
設
不
足
と

空
家
・
中
古
住
宅
市
場
の
活

性
化
を
一
気
に
お
手
伝
い
す

る
の
が
、「
足
場
パ
ッ
ク
Ｎ

（
ネ
ク
ス
ト
）」な
の
で
す
。

　
「
足
場
パ
ッ
ク
Ｎ
（
ネ
ク

ス
ト
）」の
防
水
は
、躍
進
の

コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
で
あ
る

Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
に
加
え
、
高
性

能
の
シ
ー
ト
防
水
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、塗
装

に
お
い
て
は
、
熱
交
換
塗
料

を
用
い
て
、
表
面
の
デ
ザ
イ

ン
性
確
保
に
加
え
、
建
物
本

体
、
さ
ら
に
は
屋
内
へ
の
負

担
軽
減
も
兼
ね
備
え
た
シ
ス

テ
ム
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
民
泊
事
業
の
推
進
に
は
、

躍
進
の
「
足
場
パ
ッ
ク
Ｎ

（
ネ
ク
ス
ト
）」
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
お
電
話
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

宿
泊
施
設
不
足
と
空

家
・
中
古
住
宅
市
場

対
策
の
切
り
札

防
水
、塗
装
も
躍
進

な
ら
で
は
の
技
術
で

※写真はイメージです。

※写真はイメージです。



四季折 の々人気商品をご案内！
足場パックとともに2018年も

「足場パック」の基本コンセプトは、
通年によるリフォームのご提案です！

４～６月上旬にかけて
シロアリ対策の床下点検を実施。


家全体の劣化情報を取得。

木材保存処理と床下換気設置。


防水、屋根、サイディングなどに補修

及び外壁塗装工事を提案。


梅雨明けから秋口にかけて

冬が来る前に外壁塗装を実施。

2018 年（平成 30年）2 月 1日（木）月刊　住宅情報誌　躍進（3）

　

　

　

　

　

天井取付
タイプ

BF-861RX
BF-861RXR

　
浴
室
換
気
乾

燥
暖
房
機
は
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
対
策

用
の
定
番
商
品
と
し
て
、

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
注

文
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
六
五
歳
以
上

の
方
を
は
じ
め
健
康
や

生
活
習
慣
に
不
安
の
あ

る
方
に
お
薦
め
で
す
。

　「
壁
面
タ
イ
プ
／

浴
室

用
／

防
水
仕
様
」「
同
／

脱

衣
室
・
ト
イ
レ
・
小
部
屋

用
」「
同
／

換
気
扇
内
蔵

タ
イ
プ
」「
同
／

換
気
扇

連
動
タ
イ
プ
」「
天
井
取

付
タ
イ
プ
」
を
ご
用
意

い
た
し
ま
し
た
。

床下用攪拌・
換気システム

塗装サンプルを曲げ
ても（写真左および
下）一切クラックが
入らない優れた弾性
を誇る。

　
高
弾
性
の
つ
や
消

し
塗
料
『
ビ
ュ
ー
ク

リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
』
は
、
柔

ら
か
い
の
に
汚
れ
に
く
く
、

塗
膜
表
層
に
ナ
ノ
ビ
ー
ズ
が

配
列
さ
れ
汚
れ
を
ガ
ー
ド
。

さ
ら
に
表
層
は
ラ
ジ
カ
ル
架

橋
に
よ
っ
て
汚
れ
を
跳
ね
返

す
強
靭
な
鎧
と
な
っ
て
お
り
、

ト
ッ
プ
コ
ー
ト
が
不
要
で
す
。

ま
す
。

　
ま
ず
躍
進
に
床
下
点
検
を

依
頼
し
早
期
発
見
を
。

通
常
日
陰
と
な
っ
て

い
る
外
壁
下
の
、
基

礎
の
立
ち
上
が
り
部
分
で
発

見
さ
れ
た
蟻

道
で
す
。

　
さ
ら
に
、

日
が
当
た
る

フ
ェ
ン
ス
の

裏
側
の
、
日

陰
と
な
っ
て

い
る
基
礎
部

分
に
も
蟻
道

が
形
成
さ
れ

ま
す
。
縁
側

の
上
が
り
框

部
分
の
ひ
び

割
れ
に
も
蟻

道
形
成
さ
れ

ク
便
利
で
す
。
簡
単
な
工
事

で
、
オ
ー
ナ
ー
さ
ま
の
ご
負

担
を
軽
減
し
な
が
ら
ご
入
居

者
さ
ま
に
快
適
な
生
活
を
ご

提
供
で
き
ま
す
。

　
『
セ
リ
ュ
ー
ル
プ

レ
ミ
ア
』
集
合
住
宅

用
「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
連
動
型

ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
は
、

年
末
の
防
犯
対
策
の
人
気
商

品
。
マ
ン
シ

ョ
ン
の
入
口

か
ら
部
屋
に

入
る
ま
で
一

度
も
鍵
の
出

し
入
れ
を
す

る
こ
と
な
く
、

ハ
ン
ズ
フ
リ

ー
で
解
錠
で

き
る
た
め
、

両
手
に
荷
物

を
持
っ
て
い

て
も
ラ
ク
ラ

Before

鍵を取り出し開錠

Afte
r

近づくだけで開錠

Before

鍵を取り出し開錠

Afte
r

電子錠にタッチして開錠

共有部エントランス 専有部玄関

　『
床
下
用

攪
拌
・
換
気

シ
ス
テ
ム
』
は
、
中

基
礎
や
、
人
通
口
の

配
置
・
形
状
、
シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
に
よ
る

換
気
の
ム
ダ
を
排
除

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
通

風
経
路
が
設
計
で
き

ま
す
。

　
中
央
部
設
置
に
よ

る
ダ
イ
レ
ク
ト
換
気

（
新
方
式
）
に
よ
り

一
台
で
二
〇
坪
ま
で

の
床
下
を
カ
バ
ー
し

ま
す
。
こ
れ
は
従
来

の
床
下
換
気
扇
三
台

分
に
相
当
し
ま
す
。

春

夏

秋

冬

暮



株式会社

ＵＲＬ＝ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｙａｋｕｓｈｉｎ.ｊｐ　Ｅ-ｍａｉｌ＝ｙａｋｕｓｈｉｎ-ｎｏ１@ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ
各営業所：神奈川、埼玉、千葉、土浦、栃木、仙台

本　社

東　京
営業所

躍
進
で
は

数
々
の
商
品
を
常
時

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

工 事 事 業

プレカット事業
設 計 事 業
不 動 産 事 業

株式会社
ヤクシンジャパン

関連会社

防水　木材保存　外壁・屋根　塗装　地質調査・改良
基礎・スーパーエアドーム工法　建て方・大工
リニューアル・リフォーム　オール電化　太陽光発電
プレカット　建て方　大工工事
設計　商業施設　インテリアコーディネーター
不動産売買・仲介　不動産再活（再生・活用）・リニューアル（プランニング・施工）　
ファイナンシャルプランニング　コンサルティング業務（目的／資産価値の最大化／
相続対策／資産運用／事業承継対策／Ｍ＆Ａ／住宅ローンアドバイザー／不動産管理）

提 携 先
弁護士／公認会計士／税理
士／司法書士／ファイナン
シャルプランナー〈ＣＦＰ・ＡＦＰ〉

東北地区もエリアにおさめ

「百年企業」としての

機動力を確保！

営業所の所在地

株式会社
関連会社

株式会社
First Arrows（ファースト

アローズ）

ファーストアローズ

お気軽にお問い合わせ・ご相談下さい。

をクリックして下さい。躍進 検索

TEL.029-804-3388
FAX.029-804-3399

TEL.028-652-7307
FAX.028-652-7308

TEL.04-7162-7734
FAX.04-7162-7735

TEL.048-688-3388
FAX.048-680-7615

TEL.03-6804-2541
FAX.03-6804-2542

TEL.0466-41-3006
FAX.0466-41-3007

本社埼玉（営）

栃木（営）

TEL.022-781-3288
FAX.022-781-1066

仙台（営）

土浦（営）

神奈川（営）

千葉（営）
東京（営）

〒３３７―００４３ 埼玉県さいたま市見沼区中川１０６―１
K048―688―3388　N048―680―7615
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リ
ク
ル
ー
ト
、Ａ
ｉｒ
ｂｎ
ｂ
と
業
務
提
携

空
き
部
屋
活
用
し
た
住
宅
宿
泊
運
営
支
援
を
開
始

2018 年（平成 30年）2 月 1日（木） 月刊　住宅情報誌　躍進 （4）

ペ
ク
シ
ョ
ン
（
建
物
状
況
調

査
）
義
務
付
け
を
受
け
、
消

費
者
・
不
動
産
事
業
者
を
対

象
に
、
住
宅
の
売
買
や
イ
ン

ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
活
用

等
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル

数
は
、
一
般
施
主
が
一
〇
〇

〇
件
（
売
り
主
＝
五
〇
〇
件
、

買
い
主
＝
五
〇
〇
件
）、不
動

産
事
業
者
が
一
五
〇
件
と
な

り
ま
す
。

　
買
い
主
に
対
し
て
、
中
古

住
宅
購
入
時
に
「
不
安
に
感

じ
る
こ
と
」
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
売
買
契
約
後
に
欠
陥
住

宅
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る

こ
と
」
が
八
三
・
二
％
で
最

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
次

い
で
「
予
算
内
で
購
入
で
き

る
か
」（
七
八
・
〇
％
）、「
希

望
の
物
件
が
見
つ
か
る
か
」

（
七
六
・
〇
％
）、「
購
入
に
よ

っ
て
損
を
し
な
い
か
」（
七
五

・
八
％
）が
続
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
不
動
産
事
業
者
に

「
買
い
主
が
不
安
に
感
じ
て

い
る
だ
ろ
う
こ
と
」
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
予
算
内
で
購
入

で
き
る
か
」
が
七
〇
・
〇
％

で
最
多
で
し
た
。
買
い
主
の

回
答
で
最
多
だ
っ
た
「
欠
陥

住
宅
で
あ
る
こ
と
が
判
明
」

は
六
六
・
〇
％
に
と
ど
ま
り
、

買
い
主
と
不
動
産
事
業
者
間

の
「
不
安
」
に
対
す
る
ギ
ャ

ッ
プ
が
窺
え
ま
し
た
。

の
提
案
を
行
い
ま
す
。

　
住
宅
宿
泊
運
営
の
際
、
賃

貸
管
理
会
社
・
賃
貸
オ
ー
ナ

ー
は
同
社
と
提
携
契
約
を
結

ん
だ
住
宅
宿
泊
運
営
代
行
会

社
を
利
用
し
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ

ｂ
な
ど
の
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

通
じ
て
、
全
世
界
か
ら
利
用

者
の
集
客
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
住
宅
業
界
全
体
の
品
質
向

上
を
目
指
す
一
般
社
団
法
人

全
国
住
宅
技
術
品
質
協
会

（
全
住
品
、東
京
都
墨
田
区
）

は
こ
の
ほ
ど
、
本
年
四
月
か

ら
の
改
正
宅
地
建
物
取
引
業

法
の
施
行
に
よ
る
宅
地
建
物

取
引
業
者
に
対
す
る
イ
ン
ス

　
不
動
産
情
報
サ
イ
ト
「
Ｓ

Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
」
を
運
営
す
る
リ

ク
ル
ー
ト
住
ま
い
カ
ン
パ
ニ

ー
（
東
京
都
港
区
）
は
一
月

十
七
日
、
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
と

業
務
提
携
し
、
住
宅
宿
泊
関

連
事
業
に
参
入
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に

掲
載
す
る
賃
貸
管
理
会
社
や

賃
貸
オ
ー
ナ
ー
に
空
き
部
屋

を
活
用
し
た
住
宅
宿
泊
運
営

を
支
援
し
、
賃
貸
物
件
の
収

益
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　
賃
貸
管
理
会
社
・
賃
貸
オ

ー
ナ
ー
か
ら
賃
貸
物
件
の
情

報
提
供
を
受
け
、
同
社
は
従

来
通
り
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
上
で
の

入
居
者
募
集
に
加
え
、
物
件

の
空
室
時
に
住
宅
宿
泊
運
営

住宅購入理由、「老後の安心」は男女差が顕著
カーディフ生命調べ

　カーディフ生命保険会社（東京都渋谷区）はこのほど、住宅購入
経験のある未婚男女2000人を対象に、住宅購入に関する意識調
査を実施しました。女性の社会進出が進みライフスタイルの選択
が多様化する中、人生最大の買い物ともいえる住宅購入に踏み切
る女性たちの意識や行動を把握することを目的に実施しました。
　住宅購入の理由を聞いたところ、女性の購入理由では「家賃を
払い続けるのがもったいないから」が39％で最も多かったようで
す。次いで「老後の安心のため」（37％） 、「マイホームを持ちたか
ったから」（36％）が続きました。男性の購入理由では「マイホーム
を持ちたかったから」が40％で最多、次いで「家賃を払い続ける
のがもったいないから」（28％）が続きました。
　男女差が顕著だった購入理由は「老後の安心のため」（女性＝
40％、男性＝20％）と、「将来的に家族を持ちたいと考えた」（女
性＝2％、男性＝10％）でした。
　住宅購入時点での年収総額（税込）を聞いたところ、女性の32
％が年収400万円未満で購入しており、男性の同額での購入者
割合（25％）に比べて、収入が低い時点で購入に踏み切る傾向が
見られました。また、マイナス金利導入後（2016～2017年）に購
入した女性のうち、26％が「低金利」を購入理由にあげました。
　購入後の気持ちや行動の変化を聞いたところ、「ずっと住み続
けられる安心感」が女性＝81％、男性＝71％でともに最多だった
ようです。また、女性の62％が「家具・インテリアにこだわるように
なった」、40％が「知人・家族を招くようになった」と回答しました。
　住宅ローンを組むときに不安を感じたかを聞いたところ、男女
ともに60％超が「感じた」と回答しました。不安の理由トップは、
男女ともに「病気やケガにより収入が減るかもしれないから」（女性
63％、男性60％）でした。また、「購入前・購入時にやっておけばよ
かったこと」を聞いたところ、「団信の特約を付けておけばよかっ
た」が男女ともに24％で最多でした。次いで「もっと多くの住宅ロ
ーンを検討すればよかった」（女性11％、男性9％） が続きました。

中
古
住
宅
購
入
時
の
不

安
「
売
買
契
約
後
に
欠

陥
住
宅
で
あ
る
こ
と
が

判
明
」
が
最
多


